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くは、教官自らが自由発明であるとの判断から大学に

届けることなく、個人帰属であると判断された発明が、

特許取得のための手続、費用負担等の面から企業に無

償で譲渡されている場合も多い。このような発明につ

いて、企業の経営戦略から、出願されたものの審査請

求されない場合、或いは、特許取得に至った場合にお

いても、事業化されない場合は、結果的に大学で創造

された発明が社会に活用されないこととなる。

⑤個人帰属による特許発明を、企業が事業化した場合で

あっても、特許の価値が正当に評価されず、不当な対

価によるライセンスとなっている場合もある。

⑥国有と判断された発明については、国が継承し、科学

技術振興事業団（J S T）を経由して権利化・活用等が

図られる。しかしながら、会計法上の国有特許の処分

ルールが不明確であることや事務手続き負担等から、

企業側に国有特許を活用するというインセンティブが

低く、国有特許の十分な活用がなされていない。

このような個人帰属に起因する問題を解決するため

に、大学側でしっかりとした知的財産の管理と活用を図

ることが、大学で生まれる発明を社会で有効に活用する

点で効率的ではないのかという議論がおこり、文部科学

省の「知的財産ワーキンググループ報告書」（2 0 0 2年

1 1月）においては、

①教員が大学で行った職務発明に係る特許権のうち、大

学が承継するものの範囲について見直しを行い、「機

関帰属を原則とする」ことが適切である。

②期間帰属を原則としつつ、その範囲の広狭等具体的な

あり方については、大学ごとの合理的な判断に基づく

多様性が尊重されるべきである。

としています。

4. 今後の大学の知的財産への取り組みについて

（1）大学の新たな責務と大学への期待について

我が国大学の責務は、学校教育法第5 2条 により「大

学は、学術の中心として、広く知識を授けるとともに、

深く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応用的

能力を展開させることを目的とする。」とされており、

これまでも我が国の将来を担う人材の育成、学術研究の

成果を、人類の共通な知的資産として蓄積、普及に貢献

してきました。

しかしながら、経済社会の長期的な低迷から我が国の

国際競争力が低下する中、かかる状況を打破するために、

大学に対して、更なる責務が課せられる様になったと言

えます。

知的財産基本法第7条において、「大学等は、その活

動が社会全体における知的財産の創造に資するものであ

る」としているのは、従来の大学の在り方の認識を変え

るものと言えるでしょう。

すなわち、今日の大学には、教育と学術研究という従

来の基本的使命に加え、研究成果の社会還元という新た

な使命が課せられ、大学で創造される革新的な研究成果

を知的財産権として産業界へ技術移転し、経済社会で広

く普及・活用することが求められるようになったという

ことです。そして、この新たな責務を達成するために、

大学において創出される発明は、現状の個人帰属から機

関帰属へ大きく移行することとし、効率的な技術移転を

行えるようにしたのです。

（2）米国における大学発明の取扱について

米国の状況について着目してみますと、大学において

創出される発明については、大学の管理の下、産業界に

移転され有効に活用されています。これは、特に下記の

2要件により、大学からの技術移転が促進されたと言わ

れています。

そして、米国は、技術移転の促進により、大学で生ま

①バイ・ドール条項の活用

19 8 0年1 2月に、米国特許法に修正条項（通称「バ

イ・ドール条項」）が追加されたことにより、政府

資金による研究成果を、研究者の所属する大学の

評価に基づき特許化し、企業へ技術移転すること

が可能となった。その後、政府資金に関わらず、

あらゆる研究資金に基づく大学の研究成果につい

ても、大学で発明を権利化し、産業界へのライセ

ンスすることが可能となり、大学の知的財産を産

業界で活用するという仕組みが確立している。

②大学研究者に、大学への研究成果の譲渡を契約で

義務づけている。
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6. まとめ

以上述べてきましたように、大学は大きく変わろうと

しています。その中で、今後も大学等支援室としては、

大学の知的財産に対する取組に対し、必要な支援を行い、

大学発の知的財産権による我が国の国際的な産業競争力

の強化、経済の活性化に貢献していきたいと考えていま

す。

人材育成の観点からも特許庁に対する大学の期待は大

きなものがあります。現在、多数の当庁職員が全国の大

学に講師として派遣されています。かかる観点からも、

必要とされる情報の提供、教材の整備等により支援を行

いたいと考えています。
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